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と
か
く
、
男
女
共
同
参
画
、
男
女
平
等

な
ど
と
い
う
と
、﹁
エ
ッ
、
男
女
平
等
？
﹂

と
引
い
て
し
ま
っ
た
り
、﹁
す
で
に
も
う

男
女
平
等
の
時
代
じ
ゃ
な
い
の
﹂
と
か
、

﹁
今
さ
ら
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
な

ん
か
、
な
ん
で
取
り
上
げ
る
の
﹂
と
い
う

声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　

確
か
に
、
社
会
的
・
制
度
的
に
は
改
善

さ
れ
つ
つ
あ
り
、
表
向
き
に
は
男
女
差
別

は
見
え
に
く
い
の
で
す
が
、
は
た
し
て
現

実
の
生
活
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち

の
暮
ら
し
や
習
慣
、
意
識
の
中
に
は
、
ま

だ
ま
だ
性
別
に
よ
る
役
割
分
業
意
識
が
潜

在
的
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、﹁
男
の
料

理
﹂
を
切
り
口
に
、
60
代
と
30
代
の
男
性

２
人
が
事
例
発
表
を
し
ま
す
。

　

二
つ
の
事
例
を
通
し
て
見
え
て
く
る
男

女
共
同
参
画
の
課
題
に
つ
い
て
、
意
見
を

交
換
し
、
共
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

日
時　
１
月
26
日
︵
土
︶
午
前
10
時
〜
午

後
０
時
30
分

場
所　
市
民
会
館
・
公
民
館
第
４
・
５
集

会
室

助
言
者　
中
澤
智
惠
氏
︵
東
京
学
芸
大
学

教
育
学
部
准
教
授
︶

事
例
発
表
者　
小
野
豊
氏
︵
福
生
市
公
民

館
サ
ー
ク
ル
﹁
男
の
台
所
﹂
代
表
︶、

長
沢
巧
氏
︵﹁
西
東
京
市
パ
パ
ク
ラ
ブ
﹂

所
属
︶

定
員　
先
着
60
人
︵
申
込
み
不
要
、
直
接

会
場
へ
︶

【
手
話
通
訳
・
託
児
付
】

※

託
児
希
望
の
方
は
、
公
民
館
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。︵
定
員
＝

先
着
６
人
。
対
象
＝
市
内
在
住
の
１
歳

以
上
未
就
学
の
幼
児
。
０
歳
児
は
要
相

談
。︶

問
合
せ　
公
民
館
事
務
所
へ

男
子
厨
房
に
入
ら
ず
ん
ば
、

　
人
生
ま
た
楽
し
か
ら
ず
や

第
21
回
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

１/26（
土）

AM10
:00~

　足元からもう一度見直してみませんか？

　　　　　　　第 21回男女共同参画フォーラム

　　　　　　　　　　　　　実行委員長　田中加代

　第 21 回男女共同参画フォーラムは「男子厨房に入ら

ずんば、人生また楽しからずや」と題し開催いたします。

　平成 11 年、男女共同参画社会基本法が制定され、す

でに 13 年が経過しています。福生市の男女共同参画行

動計画も第４期に入っています。

　この間、教育現場や職場において男女平等を基本と

した取り組みがなされていますが、本当に男女平等社

会は実現しているのでしょうか。

　私たち実行委員会では７月から７回の会議を重ね、

フォーラムの内容について企画・検討してきました。

　最初は実行委員会の中でも「今はもう男女差別など

あり得ない」という意見も出されました。けれども話

し合いを深める中で、「本当に男女平等社会は実現して

いるのだろうか」「日々の暮らしの中に潜む性別役割分

業意識は根深く私たちの中に残っているのではないか」

という疑問が出てきました。

　そこで今回は男性の料理・家事・育児参加から見え

てきたことを取り上げ、皆さんと共に考えたいと思い

ます。ご来場をお待ちしております。

初
心
者
俳
句
教
室

「
み
ん
な
で
詠
も
う
五
・
七
・
五
」

日
時　
２
月
22
日
〜
３
月
22
日
の
毎
週
金

曜
日　
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
５
回
）

※

３
月
８
日
の
み
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所　
公
民
館
松
林
分
館
、
市
内

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
の
初
心
者

定
員　
先
着
20
人

講
師　
沢
田
弥
生
氏
（
俳
人
協
会
会
員
）

申
込
み　
２
月
５
日
（
火
）
午
前
９
時

か
ら
松
林
分
館
へ

小
さ
な
鉢
に
大
き
な
宇
宙「
盆
栽
」を
楽
し
も
う
！

盆
栽
や
鉢
植
え
の
見
方
と
手
入
れ
の
方
法

日
時　
２
月
27
日
、
３
月
６
日
・
13

日
・
27
日
の
水
曜
日　
午

前
10
時
〜
正
午
（
全
４
回
）

場
所　
公
民
館
松
林
分
館

対
象　
市
内
在
住
、
在
勤
の
方

定
員　
先
着
20
人

講
師　
細
淵
謙
蔵
氏
（
園
芸
研
究
家
）

申
込
み　
２
月
５
日
（
火
）
午
前
９
時

か
ら
松
林
分
館
へ

名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
３

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
想
い
を

込
め
て
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
な
い
ま
す
。

日
時　
３
月
３
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

場
所　
市
民
会
館
小
（
つ
つ
じ
）
ホ
ー
ル

出
演　
橘
今
日
子
氏
（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）、

大
井
哲
也
氏
（
バ
リ
ト
ン
）、
小
田
切

洋
子
氏
（
ピ
ア
ノ
）
ほ
か

※

詳
し
く
は
広
報
ふ
っ
さ
２
月
１
日
号

に
掲
載
し
ま
す
。

公
民
館
事
業

募
集

参
加
者

基
調
講
演

公
民
館
は
地
域
の
絆

　

午
前
中
は
石
井
山

竜
平
氏
︵
東
北
大
学

大
学
院
准
教
授
︶
の

基
調
講
演
。

　

東
日
本
大
震
災
直

後
に
避
難
所
と
な
っ

た
公
民
館
の
状
況
や

地
域
住
民
が
少
し
で

も
日
常
を
取
り
戻
す

た
め
の
活
動
拠
点
と

し
て
の
役
割
や
課
題

に
つ
い
て
、
事
例
を

通
し
て
お
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

三
つ
の
課
題
別
集
会

　

午
後
は
三
つ
の
課

題
別
集
会
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

を
深
め
あ
い
ま
し
た
。

第
１
課
題
別
集
会
（
担
当
：
西
東
京
市
）

３
．
11
東
日
本
大
震
災
以
後
の
公
民
館
の

役
割
〜
地
域
・
き
ず
な
〜

　

午
前
中
の
基
調
講
演
を
受
け
、
西
東
京

市
と
福
島
県
新
地
町
と
の
公
民
館
ま
つ
り

を
通
じ
た
復
興
支
援
に
つ
い
て
の
事
例
報

告
や
助
言
者
の
石
井
山
竜
平
氏
に
よ
る

﹁
ま
ち
﹂
の
復
興
に
お
け
る
社
会
教
育
の

活
用
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

第
２
課
題
別
集
会
（
担
当
：
福
生
市
）

公
民
館
と
の
出
会
い
か
ら
地
域
の
活
動
へ

※

福
生
市
公
民
館
が
企
画
・
運
営
を
手
が
け
ま

し
た
の
で
な
る
べ
く
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

公
民
館
を
き
っ
か
け
に
仲
間
と
つ
な
が

り
、
地
域
で
活
動
を
続
け
て
い
る
事
例
を

通
し
、
公
民
館
が
地
域
の
絆
づ
く
り
に
果

た
す
役
割
を
考
え
あ
い
ま
し
た
。

　

企
画
・
運
営
は
職
員
と
と
も

に
公
民
館
運
営
審
議
会
の
髙
水

委
員
、
前
田
委
員
が
研
究
大
会

企
画
運
営
委
員
と
し
て
担
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
公

民
館
運
営
審
議
会
委
員
の
皆
さ

ん
が
受
付
、
記
録
・
発
表
等
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
例
報
告
で
は
、
野
村
亮
氏

︵
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
環
境
ア
カ

デ
ミ
ー
事
務
局
長
︶
か
ら
公
民

館
と
の
出
会
い
や
そ
こ
で
の
職

員
や
地
域
の
大
人
と
つ
な
が
り
、

サ
ー
ク
ル
活
動
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を

立
ち
上
げ
た
い
き
さ
つ
、
現
在

の
活
動
を
通
し
て
再
び
公
民
館

と
関
わ
り
、
地
域
の
大
人
と
し

て
地
域
の
教
育
力
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
黒
沢
吉
信
氏
︵
熊
川
分
水
に
親

し
む
会
代
表
︶
か
ら
は
熊
川
分
水
と
い
う

地
域
の
資
産
を
保
全
・
活
用
す
る
た
め
に

仲
間
と
つ
な
が
り
、
活
動
を
推
進
し
て
き

た
経
過
や
行
政
と
の
関
わ
り
、
そ
し
て
公

民
館
と
の
協
働
事
業
な
ど
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

助
言
者
の
野
澤
久
人
氏
︵
前
福
生
市
長
︶

か
ら
﹁
公
民
館
と
の
関
わ
り
や
地
域
で
力

を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
の
重
要
性
﹂﹁
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
問
題
解
決
学
習
の
必

要
性
﹂﹁
継
続
的
・
長
期
的
な
視
点
の
重

要
性
﹂
な
ど
５
点
を
論
点
と
し
て
整
理
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
各
市
の
実
践
を
出

し
合
い
な
が
ら
活
発
な
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。﹁
私
の
中
の
社
会
教
育
の
概
念
が

広
が
っ
た
﹂﹁
地
域
に
学
び
を
還
元
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
﹂
な
ど
多
く
の
意
見

や
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
野
澤
氏
か
ら
﹁
公
民
館
活
動
に

公
共
性
が
問
わ
れ
て
い
る
今
、
ま
ち
づ
く

り
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
く
自
覚
を
持
っ

て
ほ
し
い
。
つ
な
が
り
を
作
れ
る
の
は
公

民
館
し
か
な
い
。
公
民
館
設
置
の
原
点
に

立
ち
か
え
り
、
大
い
に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し

い
﹂
と
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
３
課
題
別
集
会
（
担
当
：
狛
江
市
）

公
民
館
は
じ
め
の
一
歩

　

事
例
報
告
で
職
員
と
公
民
館
運
営
審
議

会
委
員
か
ら
、
短
期
間
で
の
職
員
の
異
動

が
教
育
機
関
と
し
て
住
民
に
責
任
を
も
っ

て
対
応
で
き
て
い
な
い
状
況
や
職
員
、
委

員
と
も
研
修
が
十
分
に
保
障
さ
れ
て
い
な

い
現
状
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
助
言
者
の

片
野
親
義
氏
︵
大
東
文
化
大
学
非
常
勤
講

師
︶
は
様
々
な
機
会
を
通
し
て
、
絶
え
ず

学
習
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
、
と
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

※

記
録
集
に
つ
い
て
は
後
日
、
東
村
山
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
す
。

人生うたい語りのつどい
盛大に開催！

　12月14日（金）、「人生うたい語りのつどい」
が約200人の参加をもって盛大に開催されま
した。
　このつどいは公民館３館で行われている高
齢者対象事業の成果の発表と市民の皆さんの
交流の場として平成２年から実施しています。
　今年度は松林分館「初心者手話ダンス教室」、
白梅分館「あなたのお話、書いて語ってみま
せんか？」、公民館本館「童謡・唱歌の合唱」
の発表と最後に全員でうたごえ喫茶風に懐か
しのメロディーを大合唱。
　ロビーでは公民館本館「ちぎり絵教室」、
松林分館「飛び出すカードづくり入門講座」
の作品展示が行われました。
　年齢を感じさせない皆さんのはつらつとし
た姿が印象的でした。

東京都公民館研究大会が開催されました
　12月９日（日） 、「公民館は地域の絆」をテーマに第 50回東京都公民館研究大会（主催：
東京都公民館連絡協議会　会場：東村山市立中央公民館　当日参加者 254 人）が開催さ
れました。福生市公民館は第2課題別集会を担当、三多摩の公民館職員・公民館運営審議
会委員・市民の皆さん 77人（助言者等含む）が熱く語りあいました。

第２課題別集会の様子（壇上左から黒沢氏、野村氏、野澤氏）

司会の声かけで客席から舞台へあがり、うたごえをリード
する皆さん。「たっけー★★」、「ゆりーと」も応援で登場！
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